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研究成果の概要（和文）：本研究の成果の主要なものは、2018年・2019年の国際シンポジウム（ヴィルニュ
ス）、2019年第10回スラブ・ユーラシア研究東アジア学会（東京）、2019年スラヴ・東欧ユーラシア研究会
（ASEEES）（サンフランシスコ）、2021年第10回国際中欧・東欧研究協議会 (ICCEES)（オンライン）、2020
年・2022年ロシア史研究会大会での研究報告（オンライン・東京）での研究成果報告である。これらの研究活動
を通じて、20世紀初頭、ロシア帝国が国制改革を進めるなか、西部境界地域で高まる民族・社会的衝突に対し
て、明確な民族政策を提示できず、対応に苦慮する様子を具体的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The main results of this research project are international symposiums in 
Vilnius in 2018 and 2019 and panels organized at the 10th East Asian Conference on Slavic Eurasian 
Studies in 2019(Tokyo), the Association for Slavic and East European Studies of Eurasia (ASEEES) in 
2019 (San Francisco), the 10th International Conference on Central and East European Studies 
(ICCEES) in 2021(online) and at the 2020 and 2022 Congresses of the Society for the Study of Russian
 History(online and Tokyo). Through these research activities, we have clarified how the Russian 
Empire was becoming puzzled and confused to cope with growing national and social conflicts, 
including intensified Russian nationalism, in the early 20th century in the western border regions 
of the Russian Empire as it proceeded with its reform of the state system. 

研究分野：中東欧ロシア近現代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、20世紀初頭の国制改革の時期におおいて、辺境地域における諸民族のナショナリズムと
ロシア・ナショナリズム、多様な社会問題の諸相と、それに対するロシア帝国側の対応を地域ごとに具体的に明
らかにしたことである。本研究の成果は、諸ナショナル・ヒストリーに分離し、あまり研究が進んでいなかっ
た、境界地域における旧体制と諸民族の関係を明らかにしたことにある。このことで革命・戦争・内戦・ソ連建
国と崩壊につながる、ロシア権力と境界地域の諸民族との複雑な関係性に関する知見を得た。ひいては、現代の
ロシア西方の境界地域における諸集団の対立と協力の諸関係を理解することにもつながるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

本研究の「問い」は、帝政末期に伝統的なロシア帝国の統治体制が民族原理によってどの程度
変容を迫られたのか、あるいはどの程度耐久性を示したのか、である。この問題を分析するため
に、ナショナリズムが先行して先鋭化した西部境界地域を手掛かりとすることとした。 

多民族を包摂するロシア帝国は、伝統的に諸民族のエリートや宗教組織を媒介しながら統治
を行った。しかし、帝政末期になると、こうした帝国の統治体制内部には、諸民族のナショナリ
ズムとともに、ロシア・ナショナリズムも伸長し、体制はこうした諸ナショナリズムに対して対
応を迫られることになった。帝国ロシアの跡地に勃興した新国家ソ連が、民族を単位とする連邦
制を採用したことを想起すれば、帝国統治のなかで次第に民族原理が拡張するプロセス、それに
対する当局の対応の変化を明らかにすることは、極めて重要な意味を持つ。従来は、帝国と諸民
族の対立と協力という二元的関係に光が当てられたが、本研究は、伝統的帝国イデオロギー、諸
民族のナショナリズム、ロシア・ナショナリズムが実際の帝国統治のなかでどう相互に影響した
か、また、それらが帝政末期の統治体制の変容にどう作用したかを具体的に解明することを目指
した。 
本研究を構想する契機となったのは、2017 年度（2018 年 2 月 10/11 日）末に東京大学で行わ

れたシンポジウム「Protecting the Empire: Imperial Government and Russian Nationalist 
Alliance in the Western Borderlands during the Late Imperial Period」であった。この国際シ
ンポジウムは本研究の研究代表者がリトアニア歴史研究所と共同で組織し、そこに本研究の研
究分担者 4 名が参加した。シンポジウムの中心的なトピックは、ロシア帝国の末期に西部境界
地域においてロシア・ナショナリズムがどのように強化され、ロシア帝国政府がそれに対してど
う対応したのか、という点を、西部境界地域の諸民族との関係を踏まえながら検討するものであ
った。本研究はこのシンポジウムでの討論に触発され、さらに研究を深化させるために組織され
た。 
 このシンポジウムが企画されるまでには、それまでの研究蓄積があった。2016 年 8 月 21/22
日に、リトアニア歴史研究所との共催で研究代表者が組織した国際シンポジウム「Entangled 
interactions between religions and national identities in the space of the former Polish-
Lithuanian Commonwealth」（科学研究費補助金（2015 年度基盤研究 C）「近代ロシア・ナシ
ョナリズムの形成―ロシア帝国西部地域諸民族との相互関係のなかで」）において、19 世紀のヨ
ーロッパ東部境界地域における諸民族の相互影響関係を、宗教とナショナリズムをテーマとし
て議論した。ここには 8 カ国から 15 名の参加者があった。シンポジウム終了後、共同企画者の
Darius Staliūnas、Olga Mastianica、福嶋千穂で意見交換会を開いた。その話し合いの中で、
19 世紀における帝国的統治構造と民族問題の研究は比較的進んでいるが、20 世紀初頭の研究は
まだ不十分だとの意見が出された。そこで、リトアニア・チームが上述の 2015 年度基盤研究 C
との共同という形式で、研究プロジェクト「Divergence through Convergence: Interacĕons 
between Imperialism and Naĕonalisms on the Western Borderlands of the Russian Empire 
[contract No S-LJB-17-3]」を申請し、Lietuvos mokslo taryba (Research Council of Lithuania)
から助成金を得た。このリトアニア側のファンドと 2015 年度基盤研究 C を中心に開催された
のが上述の 2018 年のシンポジウムである。 
 このシンポジウムでの議論を踏まえ、分担者らが研究成果を出版するために研究を深化させ
ることが大きな課題となった。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、ロシア帝国がその末期において、ロシア・ナショナリズムを含む、諸ナショ
ナリズムの挑戦に対してどう対応し、帝国の統治体制がどう変容したのかを明らかにすること
である。特に、ナショナリズムが先行して発展したロシア帝国の西部境界地域（現在のバルト諸
国、ベラルーシ、ウクライナ、ポーランド）に焦点を合わせ、具体的な事例を検証することを目
指した。従来の研究が、帝国と独立・自治を目指す民族運動の二元的関係に着目してきたのに対
し、本研究は、ロシア帝国が、ロシア・ナショナリズムを含む諸民族ナショナリズムの挑戦にど
のように対応し、どのように帝国的統治構造を変容させたのかに光をあてる。この問いの解明は、
その後継国家であるソ連、現代ロシア連邦の帝国的な編成や統治意識、その内部でのロシア・ナ
ショナリズムの役割、周辺諸国家のナショナリズムとの関係など、中東欧・ロシア近現代史に新
しい研究の観点をもたらすこと期待される。 
 
３．研究の方法 
 
●具体的な研究対象は、1905 年革命／1906 年立憲体制成立前後を対象に、①西部境界地域のナ
ショナリズムの伸長、②帝国中央部および各民族地域におけるロシア・ナショナリズムの伸長、
③ ①②が帝国統治やそのイデオロギーに与えた影響である。 



 
●研究遂行のための体制は、以下である。各民族地域の専門家に研究分担者として参加してもら
い、地域ごとに分析を進める。 
 
＊代表者－青島陽子 全体の統括、ロシア帝国イデオロギーや統治政策を分析する。 
・分担者－梶さやか ポーランド王国、リトアニア、ベラルーシなどの北西部諸県における諸民
族のナショナリズム、ロシア・ナショナリズム、帝国政府の関係を分析する。 
・分担者－小森宏美 エストニア、ラトヴィアなどのバルト諸国における諸民族のナショナリズ
ム、ロシア・ナショナリズム、帝国政府の関係を分析する。 
・分担者－松里公孝 ウクライナなどの南西部諸県における諸民族のナショナリズム、ロシア・
ナショナリズム、帝国政府の関係を分析する。 
・分担者－福嶋千穂 西部境界地域における宗教集団や宗教政策、ロシア・ナショナリズム、帝
国政府の関係を分析する。 
＊梶さやか、福島千穂は 2015年度基盤研究 C の研究分担者でもあった。 
＊2015年度基盤研究 C以来のリトアニア歴史学研究所 19世紀部門の歴史家との共同研究を継続
し、適宜、本研究課題への協力・助言を依頼した。具体的には、19 世紀部門のリーダーである
Darius Staliūnas、2015年度基盤研究 C で海外共同研究者であった Olga Mastianica、さらに
2018 年シンポジウムで参加する Vilma Žaltauskaitė、Vytautas Petronis らである。 
 
●研究の内容に関しては、特に以下の点に着目する。 
① 従来、帝国イデオロギーとロシア・ナショナリズムを明確に区別せずに論じてきたが、両者
を峻別し、相互の影響関係を検討する。 
② ロシア人も含めて、諸民族集団の存在やその境界を前提して、それら民族相互、帝国体制と
の対立や協力を問うのではなく、それぞれを帝国統治体制のなかの可変的な構成要素として変
動のダイナミズムを分析し、それに伴う帝国統治構造の変容を解析する。 
③ 思想や理念というより、実際の政治・社会的プロセスに着目する。とくに、1905年革命／1906
年立憲体制成立前後に焦点を当て、民族問題がこうした体制の改革に与えた影響、また逆に、体
制の改革が民族問題に与えた影響を検討する。 
④ 宗教ファクターにも焦点を当てることで、伝統的な帝国統治がどう変容したのかを別の角度
からも検証する。特に宗教と帝国統治との旧来の結びつきのみならず、ロシア・ナショナリズム、
諸民族のナショナリズムなどの近代的な諸力との連関も分析する。 
 
４．研究成果 
 
●国際的な対話・議論・研究発表 
本研究の初年度である 2018 年度には、2018年 2 月に行われた国際シンポジウムを継承する形

でスムースに研究活動を始めることができた。特に、2018 年度は、ロシア語での研究上の対話
を重視し、2018 年 2 月の国際シンポで招聘できなかった、研究対象の主要国であるベラルーシ
とロシアの研究者との対話を深めた。2018 年 5 月には、研究代表者が、ロシアの科学アカデミ
ーペテルブルク支部開催の国際シンポジウムに参加し、20 世紀初頭のロシア帝国の民族政策に
関する報告を行った。また、2018 年 6 月には、共同研究を行っているリトアニアの歴史学研究
所との共催で、ベラルーシの歴史研究者 7 名をヴィルニュスの歴史学研究所に招き、ロシア語で
ロシア帝国の民族政策を検討する国際会議を開催した。前者のロシアでの国際シンポジウムの
成果は書籍にまとめられ、研究代表者も論考を寄稿した。これらの研究活動の結果、英語圏での
議論に偏っていた研究上の対話をロシア語圏に広げることができた。 

2019 年 6 月 20-21 日には、リトアニア歴史研究所、ドイツ歴史研究所（ワルシャワ）との共

催で「Making the Empire Great Again: Challenges in Modernising the Russian Empire」を

催した。このシンポジウムには、11 カ国から 17 人が参加し研究報告を行った。この議論の結果、

次第に民族問題が深刻化する中で、ロシア帝国の政府やエリートがどのようにロシア帝国を再

生させようとしたのかについて議論を深めた。 

2019年 6 月 29 日には、東京大学で開かれた The 10th East Asian Conference on Slavic 

Eurasian Studies で、Darius Staliunas, Yaroslav Shulatov, Olga Khomenko を報告者として

招き（ディスカッサントは長縄宣博）パネル「Nations in the Russia's Empire: Challenge or 

Leverage?」を組織した。このパネルでは、極東の専門家も議論に加わってもらったため、西部

境界地域のみならず、東部境界地域へも視野が広がり、西部と東部における民族問題の差異や類

似性にも気づかされた。 

2019年 11月 22-27 日の The 2019 ASEEES (Association for Slavic, East European, and 

Eurasian Studies) Annual Convention では、Darius Staliunas, Bradley Woodworth, Kimitaka 

Matsuzato らとともに（ディスカッサントは Ilya Gerasimov）パネル「Multiethnicity as a 

Challenge for Tsarist Government in Late Imperial Period」を組織した。このパネルでは、

帝国論に関する学術的な討論の中核的フォーラムの一つである学術雑誌 Ab Imperio の主幹であ



る Ilya Gerasimov に意見をもらうことができたことも大きな成果であった。同時に当学会では、

Peter Waldron, Yaroslav Shulatov らとともに、ラウンドテーブル「Imperial Challenges: One 

Century of Transformations in Russia and Japan」も組織した。 

2021 年には、Covid-19のために延期されていた第 10回国際中欧・東欧研究協議会 (ICCEES)

大会もオンラインで実施され、パネル「The Challenge of Modernization and National 

Questions in the Western Border Regions during the last decades of the Russian Empire」

を組織して Darius Staliūnas, Anton Kotenko とともに国際的に研究報告をすることができた。

討論者にはハプスブルク帝国内のウクライナ系住民の研究を行っている Andriy Zayarnyuk を招

き、帝国間の比較という議論ができたことは意義深かった。 

 

●国内での研究成果発表 

 2020 年 11月のロシア史研究会大会において＜共通論題 B＞「ロシアとポーランド」で研究代

表者と分担者の梶さやかが報告をし、分担者の松里公孝が討論者を務めた。両報告は 2022 年 5

月号、11 月号で『ロシア史研究』に査読論文として掲載された。また、2022年 10月のロシア史

研究会大会では、研究代表者と分担者の松里公孝が研究報告をし、分担者の小森宏美が司会を務

めた。 

 
●研究成果の出版 

2021 年には、2018 年以来続けてきたリトアニア歴史研究所との共同研究の成果が英文論集と

して出版された。Darius Staliunas and Yoko Aoshima, eds., The Tsar, the Empire, and the 
Nation: Dilemmas of Nationalization in Russia's Western Borderlands, 1905-1915 
(Budapest: Central European University Press, 2021). 本書には、6 カ国から 12本の論考が

収められた。本論集には、研究代表者の他、研究分担者の松里公孝と福嶋千穂が参加した。本論

集は、ロシア帝国末期の西部境界地域における帝国、諸民族のナショナリズム、ロシア・ナショ

ナリズムの複雑な関係性が地域ごとに検討された。この論集を通じて、①ロシア帝国が 1905 年

前後に個別の民族集団への差別的政策をやめ、統合を目指す政策に一時的に転換したこと、②さ

らに、立憲君主制的な体制を採ったことで、民族への差別的な政策がとりにくくなったこと、③

しかしながら、統合的政策によっても非ロシア人の忠誠心を確保できないことも明らかとなり、

個別民族の隔離や差別などの政策も部分的に取り入れたり、ロシア・ナショナリズムに依拠しよ

うとしたりする試みもなされたこと、④しかし、境界地域における諸民族の差別や隔離、ロシア・

ナショナリズムへの依拠は危険であることも認識されたこと、⑤こうした矛盾した方針の間で、

帝国エリートは民族政策の明確な戦略を定められなかったことなどを明らかにした。Slavic 
Review などの学術誌で書評が取り上げられ、高い評価を得た。本書は、Knowledge Unlatched

（Wiley を親会社とし、ドイツを拠点とするオープンアクセス・プロバイダ）によってオープン・

アクセス書籍に選出され、現在フリーでのダウンロードが可能となっている。 

また、2015年度基盤研究 Cのプロジェクトの一環として開催した 2016年 8 月の国際シンポジ
ウムを基盤とした英文論集もまた、本研究の議論を受けて内容をブラッシュアップし、出版する
ことができた。Yoko Aoshima, ed., Entangled Interactions between Religion and National 
Consciousness in Central and Eastern Europe (Boston, MA: Academic Studies Press, August 
2020.本論集では、中東欧・ロシアのナショナリズムの形成と変化を近世からの連続性の中で捉
え、特に各地域で宗教がナショナリズムの特性を形作った点に着目した。本論集には、5 か国か
ら 11 本の論考が寄せられた。また、研究代表者の他、研究分担者の梶さやかと福嶋千穂が参加
した。Slavic Review などの学術誌で書評が取り上げられ、高い評価を得た。 
  

本研究は、2018 年度 2 月の国際シンポジウムを契機として構想されていたため、2018 年 4月
から順調に進めることができた。特に、2018 年度・2019 年度は集中的に多くの国際シンポジウ
ムやセミナー、学会報告を開催し、十分な議論を重ねた。予定されていた論文集の出版は、個々
の執筆者の事情からやや遅延が生じたものの、むしろそれによって議論の深化や英語のプラッ
シュアップが可能となった。結果として、本研究の期間内に二冊の英文論集を出版することがで
きた。他方、2019 年度の末に始まった Covid-19 の感染拡大、さらには 2022 年 2 月に始まった
ロシアによるウクライナの侵攻によって、資料調査や学会参加などができなくなり、本研究の遂
行に遅延が生じた。そのため、代替手段を取りながら、漸く 2022 年度に本研究を完遂すること
ができた。総合的には十分な成果をあげることができたと言える。 
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юня 2018 г.)

2019年～2019年

2019年～2019年

2019年～2019年

2019年～2019年

2019年～2019年
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 開催年

 開催年

 開催年

 開催年

 開催年

 開催年

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

Promis Seminar “Empire and Nations: The Polish, Jewish and Korean Question in
the Russian Empire”

International Symposium in Vilnius “Making the Empire Great Again: Challenges in
Modernising the Russian Empire”

The 10th East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies Panel “Nationality
Question in Schools of the Western Borderland around 1905”

ASEEES Panel "Multiethnicity as a Challenge for Tsarist Government in Late
Imperial Period"
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